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（全社） 

Q：説明資料 P6にある短期、短中期のタスクフォースの効果とその効果が発現する時期に

ついて教えてほしい。 

A：短期課題のセルロースタスクフォースについては、すでにコストダウンの効果が出てい

るが、さらに効果を出していく。リンターパルプは木材パルプに比べて価格が高く、安定調

達が課題。製法転換により使用可能な品種をリンターパルプから木材パルプに拡大し、さら

には、より安価なグレードのパルプを使いこなすことで、原料コスト低減のほか、パルプ種

の制約をなくすことによる需要変動に応じたタイムリーな生産体制を構築し、在庫削減な

どの効果を出していく。生分解性については社外パートナーとの協業も検討する。xEV タ

スクフォースについては、まずはセイフティ事業の電流遮断器に注力する。欧州、中国での

マーケティングを強化し、2026年 3月期には効果を出したい。短中期課題のマイクロデバ

イスタスクフォースについては、2026年 3月期にレジストポリマーの商業プラントを稼働

させる。中期的には、過酢酸誘導体やセイフティ事業の火薬の製造プロセスにも実装してい

く。これらのような危険性が高いプロセスは、取り扱い量を極小にしたマイクロ流体デバイ

スと相性がよい。技術的な課題はあるが対応していく。ビヨンドコーティングとバイオマス

アセチルチェーンについては少し時間がかかるとみている。なお、これらや長期課題に記載

のテーマは早くから取り組むことで将来的にこの領域をリードできる可能性が高い。長期

的な視野をもって取り組んでいきたい。 

 

（スマート事業） 

Ｑ．利益が低下傾向にあるが、各製品の回復の見込みは？ 

Ａ．2024年 3月期は半導体関連製品の需要が弱く、フォトレジスト材料および電子材料向

け溶剤の数量が減少した。 

足元では需要は回復傾向にあり、2025 年 3 月期は数量が回復し、利益も向上する見通し。 

機能フィルムについては、2023年 3月期に大きく収益貢献した防眩フィルムが競争激化に

より 2024年 3月期に大きく落ち込んでしまった。 

2025 年 3 月期は車載用フィルムや離型フィルムとその他機能フィルムの数量を伸ばす計

画。 

 

（セイフティ事業） 

Q：2024年 3月期の第 4四半期の業績は第 3四半期と比較して減少しているが、この背景

は？ また、2025年 3月期は、インドでの生産拠点稼働の効果と、北米での生産地統廃合の

効果が年間通じて顕在化する、との理解で良いか？インフレータ販売数量の見通しと合わ
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せて教えてほしい。 

A：2024 年 3月期の第 4 四半期は、一部の日系自動車メーカーの生産調整に加え、中国自

動車メーカーの販売数量も減少したことが影響。2025年 3月期での効果の顕在化について

はご認識の通り。インド拠点は 24 年 3 月期に 2ライン設置しており、25 年 3 月期にも 1

ライン設置する。インフレータの販売数量は対前年度で 10数%増加させる計画。 

 

Q：2025 年 3 月期に中国、インドでインフレータの販売数量が増加する背景は？一台当た

りのエアバッグ搭載率が上昇しているのか？ 

A：中国については、中国自動車メーカーでのシェア拡大の効果によるもの。インドにおい

ては 6エアバッグ化の動きはあるが、この普及率は低く、拡販は主に当社シェアアップ、加

えて市場成長によるもの。 

 

（マテリアル事業） 

Q：2025 年 3 月期の業績予想について、アセテート・トウの需給環境、販売数量と販売価

格、酢酸原料（一酸化炭素）プラントの減価償却費の対前年度の増加額を教えてほしい。ま

た、2024 年 3 月期は在庫影響が大きくマイナスに出ていたと思うが、2025 年 3 月期はど

う見ているのか？ 

A：アセテート・トウの需給環境は 2024 年 3 月期に引き続き堅調な需要を想定している。

生産ラインの最適化や品種の削減など生産・営業双方の努力により、販売数量は前年度と比

較して数％の増加を計画している。販売価格については、フォーミュラにより 2025年 1月

以降の価格は現行水準よりも低い価格を想定している。2025年 3月期の酢酸原料（一酸化

炭素）プラントの減価償却費は対前年度で約 90 億円増加する計画。在庫影響については、

2024 年 3 月期は高い在庫の影響でマイナスに出たが、2025 年 3 月期はプラスに出てくる

見通し。 

 

（エンジニアリングプラスチックス） 

Q：ポリプラスチックスの各増強設備の稼働時期は？ 

Ａ．LCP、POM（9万トン）は 2025年 3月期の第 3四半期中の稼働を計画。COCは 2027

年 3月期上期中。POM（6万トン）は、2024年８～９月に現設備を停止し移設して再稼働

するもので、2027年 3月期第 3四半期中の稼働を予定。 

 

Q：2025年 3月期の販売価格はどのような計画なのか？ 

A：ＰＯＭ、ＬＣＰの増産によりスケールメリットを生かした拡販を行っていく。販売価格

については戦略的に低い価格を設定し、販売数量を確実に増加させる。 

 

（財務戦略） 



Q：財務戦略について、現在の財務構成を維持していく考えなのか？ 

A：現在自己資本比率は 50%弱で、格付機関から A＋の格付け。資金調達力の維持のために

この格付けは維持する考え。会社の成長にあわせて総資産と純資産は増加していくが、エク

イティコントロールを実施し、有利子負債も活用していく。 

 

以上 


